
編
集
後
記

　

連
日
猛
暑
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

町
民
の
皆
様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
度
、
委
員
会
改
選
に

よ
り
私
た
ち
５
名
が
、
新
た
に
議
会
広

報
編
集
委
員
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
皆

様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
基
に
、
新
し

い
時
代
に
対
応
し
た
開
か
れ
た
議
会
だ

よ
り
の
紙
面
作
り
に
努
力
を
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
編
集
委
員
会

◎
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　
　

山
田　

正
樹

　

副
委
員
長　
　

青
木　

輝
明

　

委　
　

員　
　

斉
藤　

政
雄

　

委　
　

員　
　

内
海　

和
子

　

委　
　

員　
　

渡
邊　

昇

請
願
・
陳
情

○
「
手
話
言
語
法(

仮
称)

制
定
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

（
採
択
）

　

請
願
者

　
　

境
町
３
９
１
番
地
１

　
　

境
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　

会
長　

中
村　

久
夫

○
年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険
者
の
利

益
の
た
め
の
安
全
か
つ
確
実
な
運
用

に
関
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情

（
採
択
）

陳
情
者

　

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

　

茨
城
県
連
合
会　

県
西
地
域
協
議
会

　

議
長　

樋
口　

健
一

意
見
書
の
提
出

　

政
府
関
係
機
関
へ
次
の
意
見
書
を
提

出
し
た
。

○「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）
」
制
定
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

　

手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で

あ
る
こ
と
を
広
く
国
民
に
広
め
、
聞
こ

え
な
い
子
ど
も
が
手
話
を
身
に
着
け
、

手
話
で
学
べ
、
自
由
に
手
話
が
使
え
、

更
に
は
手
話
を
言
語
と
し
て
普
及
、
研

究
す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
を
目

的
と
し
た
「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）
」
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書
を
す
る
こ
と
。

　

提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
5
名

○
年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険
者
の
利

益
の
た
め
の
安
全
か
つ
確
実
な
運
用

に
関
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情

　

年
金
積
立
金
は
、
厚
生
年
金
保
険
法

等
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
専
ら
被
保
険

者
の
利
益
の
た
め
に
、
長
期
的
な
観
点

か
ら
安
全
か
つ
確
実
な
運
用
を
行
う
こ

と
。
ま
た
、
国
民
の
財
産
で
あ
る
年
金

積
立
金
を
毀
損
し
か
ね
な
い
た
め
、
責

任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
。

　

提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
3
名

意
見
書
の
提
出
先
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